
赤目川 広域河川改修事業
（緊急対策特定区間）の事業効果について

○平成８年９月の台風１７号により浸水被害発生

ＪＲ外房線

←公共交通機関の不通

○短期で被害を解消するため緊急対策特定区間を設定

特定区間に予算を集中投資し、通常
十数年かかる同区間の改修を５年間
（Ｈ１５～１９）で完成。さらにＨ２１完成
予定の住宅市街地基盤整備事業区間
とあわせ短期間での浸水被害解消を
図る。

住宅市街地基盤整備事業
Ｌ＝４,０５０ｍ

緊急対策特定区間 Ｌ＝２,７００ｍ

０ 戸５８戸浸水戸数

平成２１年度改修前


